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静開地学 92号 (2005)

静岡大学通信(8 ) 

の静大通信では，研究機関としての静岡大学の活躍と地球深部探査船 fちきゅうJの清水への

についてご紹介します.

1 .静岡メンバーの活躍

には多岐の分野にわたる研究者が在籍してお

り，

で，

しています.こうしたなかに対する教育の合間を縫って独自の研究を高めることに日々

理学部の生形貴男助教授と北村晃寿助教授が，それぞれが されている学会で棺次い

山本晋之介君が，国際オストラ

しました.

を授与されました.また，

コ い評価を得て， Sylveste子Bradley

(1)生形貴男助教授日本貝類学会論文賞受賞:平成17年4月15日，

において，本理学部生物地球環境科学科の生形貴男助教授が，日

た.論文題目は以下の通りです.

日 (於西宮市貝類館)

を されまし

論文題目:Ubukata T. (2004): Phylogenetic constraints and adaptive lTIodification in shell 

∞tline of the Pectinidae (Bivalvia): an elliptic Fourier analysis. Venus， 62， 149-160. (和訳.イタ

ヤガイ科(ニ枚貝)の殻外形における系統的保守性と適応、的変異:楕円フーリエ記述子を用いた解

析)

論文内容:ホタテガイなどの仲間であるイタヤガイ類は，生活様式に合った殻の外形を進化させた

ために，殻の輪郭が系統的な近縁性をあまり反映していなし として知られてきました.本研究

では，楕円フーリエ解析という手法を用いて，イタヤガイ類の殻の輪郭を成分に分解して解析した結

系統的に保存された保守的な形状成分があることを見出しました.この結果は，輪郭のように

に合わせて変化しやすいと考えられている特徴でさえも，祖先の特徴の影を色濃く引き

ず、っていることを示唆しています.

(2)生形貴男助教授自本古生物学会学術賞受賞:平成17年7月l日，日本古生物学会(於東京大学)

において，本理学部生物地球環境科学科の生形貴男助教授が，日本古生物学会学術賞を受賞されまし

た.受賞題目は「二枚貝類の理論形態学的研究Jで，生形助教授がこれまでに行ってきた一連の研究

に対して送られたものです.

研究内容:二枚貝の殻に見られる大小さまざまな構造の形状やパターンについて，その成長@形成

過程をあらわす数々の数理モデルを開発しました.それらのモデルに基づく実標本の形態解析を進

め，現生@化石二枚貝の形態的多様性や進化史に関する従来の解釈を，一貫して形作りという観点、か

ら見直してきました.その結果，貝殻のように殻物質を端に少しずつ塗り重ねるように成長する動物

組織の形態的多様性は，環境への適応だ、けでなく，殻を作る上での様々な構築上の都合によっても制

約されることを様々な事例で示しました.

(3)北村晃寿助教授日本第四紀学会論文賞受賞:平成17年8月27日，日本第四紀学会(於島根大学)

において，本理学部生物地球環境科学科の北村晃寿助教授が，日本第四紀学会論文賞 されまし
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た@論文題目は以下の通りです。

論文題目:北村晃寿@木元克典 (2004): 3.9 Maから1.0Maの日本海の南方海峡の変遷史.第四

紀研究， 43， 419-434. 

論文内容:日本海ラ特に東シナ海と日本海をつなぐ海峡(日本海南方海峡)のあるなしは日本列島

に大きな影響を与えています@本論文では，日本海沿いに分布する上部鮮新統から下部更新統

の暖流系貝類化石と浮遊性有孔虫化石の層位分布から日本海の南方海峡のあるなしの変遷を明らかに

しました.特に，間氷期の寒水系貝類の地域的な絶滅型暖流系貝類と暖流系浮遊性有孔虫の出現とい

う事実を対馬海流流入の指標としているところに特徴があります。そして，得られた古生物学的デー

タを海洋酸素同位体比データに基づくグローパルな海面変化に照らし合わせて，化お記録が豊富な

390万年前から100万年前までの日本海南方海峡の変遷史を明らかにしました。

(ヰ)山田晋之介氏 Sylvester嶋 Bradley 賞受賞:平成17年 9 月 12~15 日にかけて哲 ドイツ@ベルリンの

ベルリン自由大学にて開催された第15回国際オストラコーダ会議において，本学理工学研究科博士後

期課程の大学院生山田晋之介氏が，最優秀研究発表賞である Sylvester-Bradley詣を受賞されまし

た.研究内容等は以下の通りです.

目:A new concept of podocopan ostracode hinge structure (和訳.ポドコーパ貝形虫類

の蝶番構造に関する新しい概念).15th International Symposium on Ostracoda. 

発表内容:節足動物の外骨格は一般に化石として保存されにくしその形態進化を

ることは困難です@貝形虫類はラ二枚殻

足動物@甲殻類の分類群であり，その多様な背

形態、が化石として長く保存されるため，節足動物

の形態進化を実証的に捉えられる数少ない生物で

す.本研究はヲ貝形虫類の二枚の殻を繋ぐ蝶番に

目し予その構造を電子顕微鏡レベルで三次元的

に捉えた初の研究です.この構造観察を基に，新

しい蝶番構造の分類概念を確立しました.この分

類を用いることで，これまで議論されることのな

かった「蝶番構造の形態進化jを議論し，その古

生代から現世までの進化経路と生息環境への適応

について解明しました@

2 .地球深部探査船「ちきゅうJに表敬訪問

9 月 22 日 ~24 日の 3 日間ヲ清水区の興津港に地

球深部探査船「ちきゅうJが入港しました(図

1). IちきゅうJは日本が総工費約600f意円をか

けて建造した世界初の科学掘削船であり， 2004年

から始まった国際掘削プロジェクト(IODP)の
図上ちきゅう.
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として2007年から される それに向けて のところ，

にやってきました.

は，日 コンソーシアムの会員として国擦掘削プロジェクトに

に「ちきゅうJが入港したことを受けて， 23日の秋分の日に，

っています.そ

@山

@和田教

のため，

のほか，直接向プロジェクトに関係する地球科学教室の増田

6名で「ちきゅうJを表敬訪問しました.

タップサイエンテイストとして活躍しています.彼らは2007年に

を目指して準備を続けています.船上で彼らに出迎えても

らい，理学部一行は「ちきゅうJの最新装舗の数々を丁寧に見学させてもらいました.

ちきゅうは事fyしい掘削技術であるライザー掘削によって海底下7.000il1という超深部掘削が可能に

ちきゅうには，

なりました.これによって，東海地震などの海溝型大地震の発生メカニズムの解明や地下生命留の理

内 ら「ちきゅうJ

りがあります.これからも

る人材が多数あらわれることでしょう.

されています.また，

く

ばかりでなく，

るマント/レの

「ちきゅうj

るなど，
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